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社内のコミュニケーションを活性化し
自律型の組織づくりをサポート

㈱ソリューション

アメリカの経営学者チェスター・バーナード氏が提
唱した、組織が成立するための三つの条件。この
条件をベースに各企業に合わせた組織づくりを提
案する

メント」を基盤に、社員の役職・役割・
価値観などから生じる「違い（ギャッ
プ）」を解消し、互いの考えや状況に
対する理解を深め、自発的な行動へ
と導く。人間関係を重視し、ユーザー
に寄り添った伴走型支援をすること
が最大の強み。
サービスを導入する際に、同社が

まず行うことは現場の理解だ。組織
図を見ながら、経営者（工場長）と一
緒に役職や部署の配置を顧みて、社員
を3～ 4人選定しインタビューする。
そこで上司や社内では話せない本音
を引き出し、社員・会社の強みを見い

だして、会社の方向性・組織変革プラ
ンを経営者（工場長）に提案し、組織
づくりを進めるという流れだ。
同社がユーザーに寄り添う期間は
約3年。リピート率は約85%と高く、
導入ユーザーからは、「社員に任せら
れ、社員が自発的に動けるように変
わってきた」「朝から明るく、働きや
すい職場になっている」といった声
が上がっている。

会社の本質的な改善を目指し「日
本中の企業を元気に！」の理念を掲
げ、2006年に設立されたソリューシ
ョン。同社は、売り上げ向上やマーケ
ティング知識の習得に重きを置いた
コンサルティング会社ではなく、経
営者（工場長）が描く目的・目標を社
員に共有し、社員一人一人が自らな
すべきことを見いだし、改善を重ね
成果を出せる「自律型組織」をつくる、
組織変革コンサルティング会社だ。
社員間にコミュニケーションの橋

を架ける同社独自のメソッド「コミ
ュニケーション・ブリッジ・マネジ
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